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化学薬品エ対スル感受性ノ変化
第 1節実! 験
第 1項実験方法
皮膚ノ化学的刺激トシテ，グロトジ泊(10%及ピ
原液〉硫酸く5%及ピ 10%)及ピ苛性曹達 (5%及ピ
10%)ヲ用ヒ実験セリ。 V.A欠乏潜伏期， V.A不
完全欠乏期，及ピ V.A完全欠乏期ノ三期ニ於テ，
試験前日ラッテノ予定塗布面ヨリ幾分広範囲ノ皮膚
ヲ抜毛シ，当日該部ヲベンチンニテ清拭シタノレ後，
ボール紙ニ直径 lcm，ノ円子Lヲ切抜ケA紙枠ヲ固定
シ置キ，前述ノ塗布液ヲガラス棒ノ先端ニテ軽グ平
等ニ塗布シ 24時間後ニ誘発セラレタル皮膚炎ノ程
度内陰性(ー)，発赤軽度(土)，発赤く+)，発赤及
ピ浮腫(十ト)， 水泡形成(十社)， 之以外ニ結痴或ハ皮
下出血ヲ認、ムルモノ(十a十〉ト表示シ，叉仮ニ(ー〉ヲ
日
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第 4章 ビタミンA欠乏時ニ於ケ}J."皮

膚機能各種実験総括及ピ考按

第 5章結 論

第 2項実験成績
対照群及ピ V.A.欠乏群共ニ苛性曹達ノ¥皮膚炎ノ
程度ノ:最モ強グ，硫酸之ニ次ギ，グロトン油慢を弱
反応ヲ呈セリ。而シテグロトユ/泊ハ紅斑ヲ呈ス;1，.モ
ノ多グ，硫酸J、発赤，浮腫ヲ来シ，苛性曹達ノ、水抱，
結痴，皮下出血ヲ認、ムルモノアルモ濃度ニヨル差異 
ハ著明ナラズ。次ニ惹起セラレタル皮膚炎ノ治癒経
過ハグロトニ/油最モ短グ次デ硫酸，苛性曹達ノ I1慎二
シテ，一般ニ濃度高キモノハ治癒経過モ亦延引セ
リ。
而シテ V.A欠乏潜伏期ニ於テハ局処所見，及ピ 6
治癒日数対照ニ比シ差異ヲ認、メ難キモ，不完全 V.
A欠乏期ニハ対照及ピ前期ト比スルニ一般ニ皮膚
炎高度ニシテ，治癒経過ノ延引ヲ看ル。向本期ニ於
テハ硫酸及ピ苛性曹達塗布後局所ニ化膿ヲ惹起シテ
死亡セルーモノアリ。完全 V.A欠乏期ニ於テハ，不 
0，(土〉ヲ 1，(+コヲ 2，(十ト〉ヲ 3， ，(柵〉4十〉ヲi(十 完全 V.A欠乏期ニ比スレノミ"一般ニ皮膚反応軽度
ヲ5ノ数値ヲ以テ表示シテ感受性ノ移動ヲ観察セ ナノt..-t，治癒日数ノ¥甚ダ延引シ，皮膚炎ノ治癒ヲ見
九 ズシテ死亡スルモノ甚ダ多シ。死亡セルモノノ平均
味本研究ニハ文部省科学研究費ノ補助ヲ受ケタジ。ままニ記シテ感謝ノ意ヲ表ス。
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生存日数ヲ見ノLニ，苛性曹達塗布ノモノ最モ短ク， 
恒ニシテ濃度高キモノニ於1由ノ1!次デ硫酸，クロトン
テ生存日数ノ短縮ヲ認ム。向本実験ニ於テモ一般ニ
体重僅少ナルモノハ同一群ニ於テモ皮膚症状強度ニ
出現セリ。本実験ニ於ケJ1.，成績ノ大要ヲ表示セパ第 
1表メ如シ。
第 3項実験小括 
V. A欠乏食ヲ以テ飼育セルラッテノ V.A欠乏
潜伏期，不完全 V.A欠乏期，完全 V.A欠乏期ニ
対照群ト共ニ育種濃度ノクロトン泊，硫酸，苛性曹達
ヲ用ヒ，之等薬品ニ対スル皮膚感受性，皮膚炎ノ治癒
日数ヲ検スノLニ第 1表ニ明ナル如グ第2項記述ノ関
係明白ニシテ体内貯蓄 V.Aノ大半ヲ消費セテレ，
身体衰弱シ，・生体抵抗力減退セリト思考セラルル不
完全 V.A欠乏期ニ感受性ノ充進ヲ見，更ニ V.A
欠乏著明ニシテ生活力不活発トナレル完全 V.A欠
乏期ニ於テハ主ニ退行愛性ニ基ク皮膚機能障碍著明
ニシテ，従テ反応力ノ衰弱ヲ来シ之ガ感受性ノ低下
w
ク夢二〆皮膚反応試験
第 1節緒 言 
Schroder氏ノ、 V.A失乏飼糧ニテ飼育セル海摂
士 ひ
トシテ現ノリじ l~モノナラン。而シテ皮膚炎ノ治露経
V.A過即チ細織再生力ハ 欠乏度即チ生体生活力低
91 V.A下ニ比例シ延 スルヲ認、ム。命不完全 欠乏期
V.A以後皮膚炎ニ化膿症ヲ併発セルハ 欠乏ニ因リ
細菌感染ニ対スル抵抗力被表セノしそノト認ム。 
2 V.A第 章 欠乏時=於ケルツベル
ノ接種結核ノ、対照ニ比シ病~高度ニシテ，早急、ニ死
亡スト云ヒ， Smith氏ノ、 V.A欠乏ラッテハ結核
菌接種ニヨ P迅速ニ障碍ヲ被ノLヲ見， Hagedron及
ピ SzulcuKolodyiejskaノ諸氏ノ¥ラッテニ於ケノL
結核感染ハ V.A欠乏時二著明ナルヲ述プ。中島氏
モ亦 V.A欠乏ラッテハ結核菌ニ対スノL抵抗力ノ減
退ヲ認、メタリ。斯グノ如ク V.A欠乏ト結核感染ト
ノ間ニハ密接ナル関係ア九従ツテ或ハツベルグリ 
y反応トモ何等カノ関係ヲ示スニ非J1，力ヲ想像セシ
会 来住
き 一 一
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対 
o薬中 京戟 口口
10%グロトシ油
グロトン油原液 
5%硫酸 
10%硫酸 
第 1表 化浮薬品ニ対スル皮膚反応 
l 育 i 一 (師寸生活療噸市ヌ飼 体重平均
動物数lω !局所所見 |平 jfF 均|化腰死亡 
5匹 36.6 陽性 4 (土一一け 1.2 4.75 
5 37.8 陽性 5 c+一十十〉 2 4.8 
5 38.2 陽性 5 (十一十件〉 3 7 
，5 40.6 陽性 5 (廿--tf十〉 3.2 7.6 
照 
日欠乏潜伏期 
不完全日欠乏期 
完全
日欠乏期 
5%苛性曹達
附苛性曹達| 
5 
5 
42.2 
40 
陽性 5
陽性 5 
(廿十〕 
(十社一冊〕
4 
4.2 
12.8 
14 
10%グロトシ油
グロトシ泊原液 
6 
6 
51.83 
53.64 
陽性 5 C土ー+)
陽性 6 C土一十〉
1.5 
1.83 
4.66 
5 
5%硫酸 6 53.5 陽性 6 C十一十十〉 2.66 7.16 
10%硫酸 
5%苛性曹達 
10%苛性曹達
6 
6 
6 
53.67 
52.5 
54.33 
陽性 6 C十ト一世〉
陽性 6 C冊〉
陽性 6 C十社--Hj十〉 
3.33 
4 
4.4 
8 
12.66 
14.16 
10%グロトシ泊
グロトン泊原液 
5%硫酸 
10%硫酸 
-5%苛性曹達
10%苛性曹達 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
47.83 
49.67 
47 
46.67 
46.5 
47.83 
C+--t) 
C+-十〕
(十十一時〉
(十十一時〉
(時一十時〉
(十i十--Hj十〉
陽性 6
陽性 6
陽性 6
陽性 6
陽性 6
陽性 6 
2.17 
2.33 
3.33 
3.5 
4.33 
4.33 
5.33 
6.5 
9.8 
10 
14.4 
16.2 
1 
1 
1 
1 
10%グロト y 由 5 46.8 陽性 5c+ー十〉 1.8 6.67 2 1
グロトン油原液 5 45.2 陽性 5 (土一件〉 1.67 7 3 
5%硫酸 5 47 陽性 5 (十ト--H十〉 3.2 12.5 
qdRUFO
10%硫酸 5 46.2 陽性 5 C+f---H十〉 3.4 
5%苛性曹達 5 46.6 陽性 5 (掛--Htt) 4.2 
10%苛性曹達 5 46.2 陽性 5 (十十一冊〕 4.4 5 
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ム。 Smith 氏九結核菌ヲ接種セ J~ V. A 欠乏ラッ
テハ， ツペルグ Pンシヨッグニ対シ過敏ナリト云
ヒ， 中島氏ノ、結核菌接種ラッテ 21例中 2例ニ Yペ
ルグ Pン反応陽性ナルヲ認、メ，更ニ同氏ノ¥正常ラッ
テハ該反応総テ陰性ナルヲ報告セリ。余ノ"V.A欠
乏ト皮膚感受性トノ関係ヲ調査スルニ当リ皮膚刺激
法ノ一手段トシテ本反応ヲ試ミ，之ニ対スノレ・皮膚感
受性ヲ検リ。
第 2節実 験
第 1項実験方法 
V.A欠乏潜伏期，不完全 V.A欠乏期，完全 V. 
A欠乏期ノ三期ニ対照ト共二次ノ如キ方法ヲ以テ
ツペルクリン反応ヲ行へリ。即チラッテ腹部ノ一部
ヲ抜毛シ置キ， 予メ製作セル 50，100，500，1000， 
5000，10000，50000及ピ 100000倍ノ旧ツベルクリ y
ヲ1/4mm大ノ注射針ヲ附・セノ1-，・ツペルグリン注射
器ニテ 0.1ccヲ皮内ニ注射シ 24時間及ピ 48時間後
ニ於ケノL其反応ヲ観察セリ。
第 2項実験成績
対照ニ於テハ 100倍ニ 1例紅斑ヲ認、メ， V. A欠
乏潜伏期ニハ 50倍ニ 2例ノ紅斑ヲ， 不完全 V.A
欠乏期ニ於テハ 50，100，500倍ニ各 1例紅斑ヲ呈
シ，完全 V.A欠乏期ニ於テハ 100倍ニ 1例紅斑ヲ
発生セノレノミニシテ共他ノ、何レモ結果陰性ニ終レ
リ。本実験ノ大要ヲ表示セパ第 2表ノ如シ。向 1000
倍以上ノ稀釈度ニ反応陽性ナルヲ認メズ。ヨツテ之
ヲ表中ヨり省略セリ。 
第 2表 Yペルクリン皮膚反応 
Yペルグリ y 動飼物数育 I体重ω平均I局所所見分類 濃度 
対 50 423 陽性 0 
3100 39.6 陽性 1 
照 3500 42 陽性 0 
55.673 陽性 1 
伏
潜| 50 
53.67100 3 陽性 0 
期 500 3 57.67 陽性 0 
50.6750 3 陽性 1 
完乏
不欠
48100 3 陽性 1 
全期 3 49.33500 陽性 1 
3 4250 陽性 0 
全期
完乏
413100 陽性 1 
欠 3500 39 陽性 0
第 3項実験小括 • 
対照及ピ V.A欠乏ラッテ共二反応陽性ナルモノ
少グ中島氏ガ記述セルガ如グ一般ニラッテハツベル
グリンニ対シ敏感ナラザルガ如シ。余ガ実験成績ノ
ミヨリ見レパ第 2項ニ記述セルガ如ク不完全欠乏期
ニ於テハツベルグリン反応度相充進シ，完全欠乏期
ニ到ルヤ再ピツペルグリ Jニ対スノレ感受性低下セノレ
ヲ認、ム。即チ V.A欠乏トヅベルグりントノ間ニハ
多少ノ関係プノレヲ推量スルモノナリ。
車 3章 V.A欠乏時s於ケルヒスタ
ミシ度膚反応試験
第 1節緒 日 
1000倍乃至 3000倍ノヒスタミ y液ヲ皮内ニ注入
スルヤ瞬時ニシテ局所ニ発赤ヲ示シ，殆y ド同時ニ
周囲ノ繍漫性発赤ヲ来シ，続イテ発赤部ニ浮腫ノ加
わルヲ観ノ1- Th.Lewis氏ノ¥此現象ヲヒスタミシ0 
三重反応 (DreifacheReaktion)ト呼ペリ。共他ヒ'
スタミユ/皮膚反応ニ関シテハ夙ニ Eppinger，Gra-
ntmann，Pilcher，Sol!mann，Ebbecke，Spor或
ハ Schenk氏等之ヲ試ミ，我国ニ於テモ九大皮膚
科教室ニ於テハヒスタミンニ関スル多数ノ業績ヲ発
表セルガ， V. A トヒスタミントノ関係ヲ研究セル
モノハ寡聞未ダ之ヲ開カズ。余ノ、 V.A欠乏症ニ於
テハ皮膚ヲ始メ，体内諸器官ニ種々ナノL病的症状ヲ
呈スルヲ以テ，生体内ヒスタミンノ動揺ハ必発ス可
シトノ仮定ノ下二本実験ヲ行ヘリ。
第 2節実 験
第 1項実験方法
V. A欠乏脊期ニ，対照群ト共ニ， ヒスタミシ皮
膚反応ヲ試ミタリ。実験ニ際シテハ，前日ラッテ腹
部ノ皮膚ヲ抜毛シ，先人ノ j築資ヲ参酌γ，10，100， 
1000，10，000，100，000倍ノ塩酸ヒスタミシ液ヲ一滴
宛皮膚面ニ滴下シ，其中ヲ通ジテ 1/4mm大注射針
ヲ斜ニ皮内ニ刺入セリ。

第 2項実験成績 

成績判定ニ際シテハ先人ノ業績ニ随ヒ刺入後局所
ニ発生セル紅軍及ピ丘疹ノ増大セルモノヲ陽性ト見
{故セリ。
対照及ピ V.A欠乏群共ニ濃度ト反応度ノ間ニハ
一定ノ関係ヲ認メ難グ，個体差比較的著明ナリ。而
シテ同一濃度ニ於テハ体重小ナルモノ陽性ヲ呈スル
ベ事多シ。即チ実験ノ大要ヲ表示セパ第 3表ノ如グ，
対照及ピ V.A欠乏各期ノ間ニ著明ナノL差異ヲ認、メ
ズ。
第 3項実験小括
余ガ実験ニ於テ V.A欠乏トヒスタミシ皮膚反応
トノ問ニ何等特異的所見無キモ，一般ニ同一濃度ニ
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於テハ体重小ナルモノ反応陽性ヲ呈スル事多シ。ヒ 分並ニ色素消失試験，理学的刺激試験及ピ化学的刺
スタミ yノ作用機転ハ向不明ノ点少ナカラずルモ， 激試験ヲ行ヒ，之等刺激ニ対スル皮膚ノ感受性ヲ検
先人/実験ニヨレパ，個体差，部位ノ相違，年令等 シタリ。其ノ結果ヲ要約スレバ次ノ如シ。
ニヨリ著明ナノL愛化ヲ呈スト云ヒ，余ガ実験ニ於テ (1)生理的食塩水ヲ以テスル丘疹吸収時ノ、 V.A
モ，個体差ニヨノL反応ノ相違ノ、明白ナルモ，体童相 欠乏度ニ比例シ短縮ヲ認、ム。
違(年令的関係〉モ少ナカラずノL影響アルガ如シ。 (2) 5万倍メチレシプラウヲ以テスル皮内ニ注射
要スル二本実験ニ於テハ V.A欠乏ラッテノヒス セル色素消失時間ヲ検スルニ， V. A欠乏度ニ比例
タミシニヨル感受性ノ影響ハ明白ナラズ。 シ其延長ヲ認ム。
第 3表	 ヒスタミシ反応
く3)Pirquet-bohrerヲ以テ行ヘル機械的刺激試
験ニ於テハ不完全 V.A欠乏期二柏、々感受性ノ克進分類頃ヌ只副島夏|咋~~，局所所見
40.210 5 陽性 3対 
5 41.2100 陽性 3 
401000 5 陽性 2 
510000 39.4 陽性 2
昭 42.8100000 5 陽性 0
5 54.210 陽性 2潜 
5 59.2100 陽性 2
51000 61 陽性 2伏 
510000 58.4 陽性 2
期 5100000 57 陽性 2
49.210 5 陽性 2 
5100 50.2 陽性 2 
5 51.21000 陽性 3ι干 
510000 51 陽性 2 
5. 48.6100000 陽性 1
510 39.6 陽性 3，.まロフk
5100 40.25 陽性 2ニノヘヒ、 
1000 5 39.4 陽性 2欠 
乏 10000 395 陽性 1
期 40.2100000 5 陽性 1 
ヲ見，完全欠乏期ニ到ノLヤ感受性再ピ低下セ !).o而
シテ刺激ニヨル皮膚損傷ノ治癒力ハ V.A欠乏度ニ
比例シ延号!ス。 
(4)クロ{マイエノL水銀石英灯ヲ以テスル紫外線
ニ対スル感受性ハ不完全欠乏期ニ於テハ其允進ヲ認
メ，完全欠乏期ニ到ルヤ其低下ヲ示セリ。 
(5)レ線ニ対スル感受性ハ不明ナリ。 
(6)温熱ニ対スル皮膚感受性ハ不完全欠乏期ニ其
克進ヲ見，完全欠乏期ニ到ルヤ其低下ヲ示セリ。 
(7)寒冷ニ対スル感受』性ヲ検スルニ，不完全欠乏
期ニ於テハ其充進ヲ証明シ，完全欠乏期ニハ感受性
ノ低下ヲ示セリ。 
(8) 5%，10%ノ硫酸及ピ苛性曹達並ニ原液， 10 
%ノグロトン泊ヲ以テスル化学的刺激ニ対シテハ，
不完全欠乏期二於テ感受性ノ充進ヲ認、メ，完全欠乏
期ニ達スルヤ其低下ヲ示セリ。而シテ之等薬品ニヨ
ル皮膚炎ノ治癒期間ノ"V.A欠乏度ニ比例ジテ延長
ス。 
(9)種々ナル濃度ノツペルグリシニ対スル感受性
ヲ検スルニ， 大半ノ¥無反応ニ終レルモ，不完全 V， 
A 欠乏期ニ於テ稿々感受性ハ允進シ，完全欠乏期
不完全欠期
第 4軍	 V.A欠乏時エ於ケル皮膚 ニ於テハ共低下ヲ示スガ如シ。
機能各種実験総括及ビ考掠 (10)種々 ナノL濃度ノ塩酸ヒスタミン液ヲ以テスル 
V.Aト皮膚感受性ニ関スル研究業績ノ¥林氏ガ燕 皮膚反応ノ、個体差著シク， V. A欠乏度下ノ間ニー
麦飼養家兎ニ V.Aヲ与へ感受性ノ愛化無キヲ報告 定ノ関係ヲ認、メ難シ。
シ，尼ケ崎氏ハ過剰 V.A家兎ニ於テ感受性ノ低下 (11)体重小ナルモノハ諸種刺激ニ対シ強度ニ反応
スルトノ報告ヲ見ルノミニシテ， V. A欠乏症ト皮 ス。即チ上記ノ刺激試験ニ於テレ線照射試験，ヒス
膚感受怯ニ関スル実験的研究ノ、余ノ;寡聞未ダ其文献 タミシ皮膚反応ノ、一定ノ結論ニ到達セザルモ，機械
ニ接セズ。余ハ竹内博士ノ助言ヲ得テ，理化学研究 的刺激試験紫外線照射試験，温熱寒冷ニヨル刺激試
所ノ処方ニ則リ製作セ;]"V. A欠乏飼糧ヲ以テ体重 験，化学的刺激試験ニ於テハ V.A不完全欠乏期ニ 
40g前後ノラッテヲ用ヒテ， V. A欠乏ト皮膚感受 斯カル刺激ニ対スル皮膚感受性ノ;著明ナル充進ヲ来
性ノ関係ヲ調査セリ。而シテ出現セル症状ヲ精細ニ シ，完全欠乏期ニ於テハ再ビ感受性ノ低下ヲ証明
観察シ，体重増加期ヲ V.A欠乏潜伏期，体重増加 シ，生理的食塩水ニヨル丘疹吸収試験ノ、 V.A欠乏
停止或ハ減少期ヲ不完全 V.A欠乏期，眼症状出現 度ニ比例γ漸次其吸収時ノ短縮ヲ認、メタリ。叉 5万
期ヲパ完全 V.A欠乏期トナシ，之等各期ニ於テ水 倍メチレシプラウニヨル色素消失時間ハ V.A欠乏
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ノ進行ト共ニ漸次延引セ九 ノ不足ヲ来γ，号lイテハ新陳代謝障碍，皮膚退行委
余ガ之等試験中丘疹吸収試験及ピ色素消失試験ノ 性，皮膚機能異常或ハ Ca及ピK代謝ノ愛動トナ
結果J、V.A欠乏ノ進行ト共ニ皮膚機能ニ異常ヲ来 リ，生体ハ生活力ノ低下，皮膚抵抗力ノ減退ヲ来シ， 
bセルヲ推量セシメ，繭余ノ 6試験ニ於ケル結果ハ 種々ナル外的刺激ヲ強度ニ感受シ，従テ斯カル刺激 
Block，Naegeli等ノ所謂多価反応ヲ呈スルヲ以テ ニ対スル皮膚感受性モ充進ス可シ。次デ完全 V.A
見レパ不完全 V.A欠乏期ニ於テハ皮膚感受性ノ著 欠乏期ニ到ルヤ体内貯蓄 V.Aハ完全ニ消費セラ
明ナノL充進ヲ認メ，完全 V.A欠乏期二於テハ其低 レ， V. A ニ基グ可キ生活機能ハ全ク停止ニ近キ状
下ヲ証スルモノナリ。 態トナルヲ以テ，生体内諸種~化ハ本期ニ於テ最モ
抑々皮膚ノ感受性ハ種々ナル因子ノ制約ヲ受クル 高度トナリ，身体消耗著シグ生活力甚夕、不活発トナ
モ食餌ノ影響ノ¥甚ダ、密接ナルガ如シ。斯ル方面ニ関 リ，生体反応力ノ低下即チ外的刺激ニ活発ナノレ反応
スル研究ノ、既述セルガ如ク内外多数ノ研究業績アリ ヲ呈セず7L-ニ到リ余ガ実験ノ如ク皮膚感受性ノ低下
テ，現在皮内 Ca及ピK代謝ガ皮膚感受性ヲ左右ス ヲ示スモノナノL可シ。
ノL重要因子ヲナス可シトノ¥諸家ノ一致スノvJWナリ。 其他色素消失試験ニ於ケル色素消槌時ノ延長λ 皮
更ニ松本，土屋，松延氏等ノ¥生体ノ反応力ナルモノ 膚還元力ノ減退ヲ意味シ，斯カノL要素モ感受性ニ影
ヲ重視セリ。 響ヲ及ボス可シト J思考セノレモ其作用機転ハ明瞭ナラ
鱗ヅテ余ガ実験ノ結果ヲ按ズルニ，食餌中重要成 ズ。倫近時ビタミントホ;1.-モジ或ハ種々ナノLピタミ
分ノータ;vV.A欠乏ニヨリラッテハ新陳代謝ニ異 ン相互関係ガ漸次闇:珂セラレ，尼ケ崎氏等ガ V.A
常ヲ来スヤ明ナレパ， Luithlen氏ノ皮膚ハ体内ニ行 過剰ニ基ク皮膚感受性ノ愛動ガ他種ピタミ y或ムホ
ハルノL諸種ノ愛化ニ対スル反射鏡トモ見倣ス可シト ;1.-モシノ影響少ナカラザノレヲ想像セル所ニヨレパ， 
ノ言ヲ想起セパ，斯カノL動物ニ皮膚ノ構成~化或ハ V.A欠乏ラッテニ於テモ， V. A ト密接ナノL関係
機能障碍ノ惹起セラレ皮膚感受性ニ愛動ヲ来スハ推 アル甲状腺ホルモシ即チチロキシン或ノ， V.A ト拾
測セラルル所ナ九 V.A欠乏動物ノ皮膚退行性愛 抗的作用アノ1.-V.B等ノ¥皮膚感受性ヲ左右スルー要
化ニ関シテハ既ニ先人ノ確認、スル所ニシテ，余ガ実 因トナリ得ベキモ， V. A欠乏ノ皮膚感受性ニ及ボ
験ニ於ケル丘疹吸収試験，色素吸収試験ノ結果或ノ¥ ス真ノ作用機転ハ明白ヲ欠キ，既知或ノ¥未知ノ諸因
機械的皮庸損傷及ピ薬物的皮膚炎ノ V.A欠乏度ニ 子ガ関与スルヲ推測シ，今後ノ V.A研究ニ待ツ所
比例スル治癒力(来日織再生力〉ノ延引スル事実ノ、，明 多シト信ズ、ノLモノナリ。
ニ V.A欠乏ラッテノ皮膚ニ機能異常・ノ招来セラル 扱テ余ガ行ヘル種々ナル実験ニ就キテ考察スルニ
ルヲ証ス可シ。而シテ E.Mellanby，B.Sjollema， V. A欠乏度二比例スル機械的刺激ニヨノレ皮膚損傷
或ノ¥化学薬品ニヨル皮膚炎ノ治握力ノ延引スル事実，V崎氏等ノ1松延或ハ尼ケ石田，丸野，佐野，林， 
A トCa及ピK代謝ニ関スル業績ヨリ推量スルニ ヨリ余等ガ日常皮膚損傷，手術創或ハ一般皮膚炎ノ 
V. A欠乏ラッテニ於テモ亦体内或ノ¥皮内 Ca及ピ 治療上 V.A剤ノ経口的或ノ、局所的使用ノ¥有効ナノL 
K代謝ニ斐動アルハ想像ニ難カラヌ了。ヨッテ V.A 可グ，叉 V.A欠乏ニヨリ温熱及ピ寒冷ニ対スノL皮
欠乏ヲッテニ於ケル皮膚感受性ニ斐動ヲ来スハ略明 膚感受性ノ充進スノL事実ノ¥熱傷或ハ凍傷ニ， V.A 
白ナノL可シ。 剤ノ有効ナノLヲ思ハシムノレモ，就中凍傷ノ予防上本
剤ガ相当ナル効果アリト信ズルモノナリ。向紫外線欠乏潜伏期ニ於テハ，体V.A 1.-7余ガ実験ニ於ケ 
内貯蔵 V.Aヲ消費シ'Y'Yアル故其影響ノ、軽度ナノレ ニ対スゾレ皮膚感受性ガ V.A欠乏ニヨリ充進スノL事
ヲ以テ皮膚ノ'1略正常状態ヲ保持シ，外来刺激ニ対ス 実ヨリ，光線過敏症ト見倣サノレノL或種疾患ニ於テハ
ル感受性モ正常ナル可シ。而シテ不完全 V.A欠乏 V.A代謝ガ之等病因ノ一分子ナラザルヤヲ推測シ
期ニ於テハ体内貯蔵 V.Aノ大半ヲ消費スルモ V. 且ツ其治療上本剤ノ使用ハ興味アラザルヤヲ思考ス 
A供*合ナキ芳、為，正常生活機能ヲ営ムニ足ノ1.-V.A ノLモノナリ。
第5章結 論
(1)余ハ理化学研究所処方ニ基ク V.A欠乏飼糧ヲ以テ飼育セルラッテヲ其症状エヨリ， 
V.A欠乏潜伏期，不完全 V.A欠乏期，完全 V.A欠乏期ノ三期ニ分チ之等各期ニ於ケル皮
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膚機能並ニ種々ナル理学的及ピ化学的刺激ニ対スル皮膚感受性ヲ調査セリ。其実験成額次ノ如
シ。 
(2) V. A欠乏ラヅテハ皮膚機能或ハ構造ニ変化ヲ来セルヲ推察ス。 
(3)不完全 V.A欠乏期ニ於テハ皮膚感受性ノ著明ナル充進ヲ見，完全 V.A欠乏期ニ到
ルヤ再ピ皮膚感受性ノ低下ヲ認ムO 
(4) V. A欠乏ガ皮膚感受性ノ変動ニ及ポス作用機転ハ明白ナラザルモ，皮膚構造ノ変化，
皮膚機能異常，抵抗力ノ減退， 生体反応力ノ変動， 皮内 Ca及ぜ K代謝ノ変化或ハ内分泌器
官(就中甲状腺)， 1::タミン類(特ニ V.B)等ノ諸因子ヲ推測セルモ，其他種々ナル諸因子ガ
相抹ケ或ハ相拾抗シテ其機転ニ参与スルモノナル可シ。
本研究ヲ命ゼラレ指導並こ校閲ヲ給ハリシ恩師佐藤教授ニ厚ク感謝ノ意ヲ表スルト共ニ，種々
研究ニ助言サレシ竹内講師並ニ本学薬学専門部関根教授ニ謝意ヲ表ス。
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